
 

§14−＃3理想気体の状態⽅程式の導出 

分⼦運動論によると気体の圧⼒ P は，分⼦ 1 個の質量 m，気体の体積 V，
全分⼦数 N，分⼦の速度の 2 乗の平均値 𝑣2̅̅ ̅̅ ̅̅ を⽤いて 
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と表される． 

また，1
2 𝑚𝑣2!と絶対温度𝑇との間には，ボルツマン定数 𝑘 を⽤いて 
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の関係式が成り⽴つ．これをエネルギー等分配則という． 

また，①，②より，P は V，N，k，T を⽤いると 
P =  ハ a 

となるので 

PV = NkT 
となる． 

ここで気体の物質量を𝑛とし，𝑘 =
𝑅

𝑁𝐴
(𝑁A：アボガドロ定数，𝑅：気体定数) 

を⽤いると 
PV =  ニ a 

が求まり，理想気体の状態⽅程式が導ける． 
(創作問題) 


